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Convi.BASE (コンビベース) とは

Convi.BASE (コンビベース) とは、社内のあらゆる物品を適正に

管理・運用するためのクラウドサービスです。

「面倒な棚卸しを楽にしたい」 「物品の紛失を防ぎたい」 「監査

対応を強化したい」 など、管理対象を問わず、あらゆる物品管理

の 「困った」 を解決します。

サービスの提供開始から20年を超え、おかげさまで導入実績

No.1※の物品管理システムとなりました。

※ 日本マーケティングリサーチ機構調べ（2025年1月期実績調査）

あらゆる物品に合わせた管理項目を自由に設定できるクラウド台帳

QRコードやICタグ等の管理ラベルを現物に貼付して台帳と紐づけ

スマホで管理ラベルをスキャンし、棚卸し・貸出し・移動・点検・
在庫数量などの物品管理業務を効率化
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管理者のお悩み

1. 正確な在庫数がリアルタイムで把握できず、頻繁な在庫切れや過剰在庫が発生する

2. 各資材の発注点が明確になっておらず、現場担当者の勘に頼るため発注漏れが起きる

3. 消耗品などの使用期限の管理が追いつかず、期限切れによる業務停止のリスクがある

現場担当者のお悩み

1. 入出庫のたびに入出庫数を紙にメモするのが面倒で、記入漏れや数え間違いが絶えない

2. 棚卸しでは在庫数を紙にメモし、後からまとめてExcelへ転記・集計するため時間がかかる

3. いざ使うときに使用期限が過ぎており、使用可否を現場で判断できずに業務が止まってしまう

このような 「在庫数量の管理業務」 でのお悩みはありませんか？
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現場でのスマホのスキャンと、パソコンでの台帳管理により、適正在庫を維持するサイクルを構築します。

現場の手間を最小限に抑えながら、確実な 「数量管理・期限管理」 の仕組みを実現します。

「数量管理オプション」 で、在庫数量の管理業務はどう変わる？

入出庫の記録はその場で完結

品目ごとの管理ラベルをスマホでスキャンし、動いた実数を入力するだけで記録

が完了。紙へのメモや後からのExcel転記が不要になり、入出庫のたびに「入出庫

履歴台帳」へ履歴が自動保存されます。

実数入力で棚卸し結果を自動集計

目視や手書きによる棚卸しを廃止し、スマホで管理ラベルをスキャンしたその場で

実数を入力できます。結果は自動集計されるため、在庫数量のズレの把握など、

棚卸し後の膨大なデータ突合作業がなくなります。

リスクを未然に防ぐアラートメール

在庫数が発注点を下回った際や、使用期限が近づいたタイミングで、アラートメー

ルを自動配信できます。担当者の経験や勘に頼らず、組織的に欠品や廃棄ロスを

最小限に抑えられます。
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01

POINT

02

POINT

03



© Convi.BASE Co., Ltd. 5

01 02 03

リアルタイムに

入出庫を記録

数量棚卸しで

理論在庫のズレを把握

発注点・使用期限の

自動アラートメール配信

在庫数量の棚卸しは「棚卸し管理オプション」のご契約が必要です。

詳細はお問い合わせください。!

これまでの課題

Convi.BASEの解決策

入出庫のたびに入出庫数をメモし、後からExcelへ転記。

正確な在庫数がリアルタイムに把握できない。

品目ごとの管理ラベルをスマホでスキャンし、動いた実数

を入力するだけで、台帳へ即座に反映。在庫のズレをなく

し、常に正しい在庫数を見える化します。

これまでの課題

Convi.BASEの解決策

棚卸しのたびに在庫数をメモし、後からExcelへ転記。棚

卸し後のデータ集計に膨大な時間を費やしている。

品目ごとの管理ラベルをスマホでスキャンし、現場で実数

を入力するだけで、台帳の理論在庫とのズレを自動集計。

Excelへの手入力やデータの突合作業がなくなります。

これまでの課題

Convi.BASEの解決策

定期的に現場へ行き、残数を目視チェック。担当者の勘や

記憶頼りのため、突然の在庫切れや期限切れを防げない。

設定した発注点や使用期限に基づくアラートメールを自動

配信。誰が担当になっても見落としがなくなり、属人化を解

消して組織全体で資産を守る体制を構築できます。

「数量管理オプション」 で解決できる3つのこと
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Convi.BASE標準機能

入出庫・棚卸し履歴の記録数量棚卸し※2入出庫管理ラベルの発行・貼付物品情報の管理外部システム連携

1 2 3 4 5 6

会計システム等とCSV・API連携

して、物品情報をインポート

保管場所、発注点、使用期限、関

連ファイルなどの、必要な情報を

追加登録

品目ごとに管理ラベルを発行し

て、在庫を保管している棚や箱な

どに貼付

モバイルアプリ「CB Pocket」で

管理ラベルをスキャンし、入出庫

区分と入出庫数を記録

棚卸しリストをモバイルアプリ

「CB 棚卸し」で受信。「実施場所」

「棚卸し担当者」を設定して管理

ラベルをスキャンし、実数を記録

入出庫履歴は記録のたびに「入

出庫記録台帳」に履歴が保存さ

れ、棚卸し結果は世代ごとに記録。

どちらも必要に応じてCSVエク

スポートが可能

数量管理オプション機能

保管場所、発注点、使用期限、

関連ファイルなどの情報管理

1

生産管理システム

販売管理システム

…

3

管理ラベルの発行

CSV・API連携

バーコード・QRコード・ICタグに対応※1

※1 AndroidアプリはQRコードに対応しています。※※ICタグのスキャンはiOSデバイスとBluetooth接続する専用のRFIDハンディリーダーが必要です。

運用イメージ

2

※2 数量棚卸しは「棚卸し管理オプション」のご契約が必要です。詳細はお問い合わせください。

3

在庫を保管している棚や箱に管理ラベル貼付

6

棚卸し履歴の出力

4, 5

管理ラベルをスキャンして
入出庫・数量棚卸し入出庫・棚卸し結果を送信54

棚卸しリストを受信5

在庫切れ・使用期限切れの
アラートメール

棚 箱
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1 42 3

「入庫・出庫」をタップ 管理台帳をタップ 入出庫対象の管理ラベルをスキャン
モバイルアプリ「CB Pocket」を

起動してログイン

8

「送信」をタップして了

入出庫記録の手順 （iOS・Androidアプリ）

75 6

対象のデータが表示されるので
「入庫・出庫」をタップ

「入出庫区分」から
「入庫」か「出庫」をタップ

「入出庫数」を入力し「保存する」をタップ
※入出庫理由なども登録可能



© Convi.BASE Co., Ltd. 8

入出庫履歴の管理

入出庫を記録するたびに、入出庫記録専用の台帳に履歴が蓄積されます。

「≡」からCSVエクスポートが可能です。

「過去1年間の出庫結果を表示」など、フィル
ター検索して分析や集計に活用できます。

入出庫処理を行うたびに入出庫履歴が
レコードとして追加されます。
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通常の入出庫とは異なり、保管場所や拠点間で在庫を移動させたい場合、

移動元と移動先の数量を同時に増減させて正しい在庫数に更新できます。

移動先のレコードにチェックを入れ、移動させ
たい数量を入力することで、在庫の配置数を
簡単に変更できます。

保管場所や拠点間での 「数量の移動」
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1 42 3 5

管理台帳をタップ 棚卸しデータを受信 棚卸し対象リストが表示される
モバイルアプリ「CB 棚卸し」を

起動してログイン

6 9

5で指定した階層にある物品が絞り込まれる 棚卸しデータを送信して完了

現場での棚卸し手順 （iOS・Androidアプリ）

棚卸し階層（実施場所）・担当者を入力

(例)東京本社/オフィススペース/備品棚/担当者A

在庫数量の棚卸しは「棚卸し管理オプション」のご契約が必要です。

詳細はお問い合わせください。!

●●●●●●●●

******************

7 8

棚卸し対象の管理ラベルをスキャンし、
目視で数えた在庫数を入力

スキャン結果が履歴に蓄積される
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色分けされた帯を押すと、棚卸し状況
グラフを確認できます。
※拠点や部門など、管理項目ごとに確認できます。

台帳情報（棚卸し前）と実施場所（棚卸し後）
が異なる場合、不一致として差異が緑色でハ
イライト表示されます。
※棚卸し中はスマホ画面からも差異情報を確認できます。

数量棚卸し結果の集計
在庫数量の棚卸しは「棚卸し管理オプション」のご契約が必要です。

詳細はお問い合わせください。!

送信した棚卸し結果は自動集計され、棚卸し前の情報と棚卸し結果を突合して表示します。

「≡」からCSVエクスポートが可能です。
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オンライン無料デモを申し込む

オンライン無料デモを申し込む

デモ画面を見ながら機能の概要を知りたい

自社の運用を変えずに運用できるか確かめたい

具体的な機能の組み合わせや費用感が知りたい

他社がどのように運用しているか事例を聞きたい

「何から始めるべきか」初歩から相談したい

ラベルの発行や貼り付けの代行について聞きたい

オンライン無料デモでさらに詳しく

Convi.BASEが選ばれ続ける最大の理由は、あらゆる物品管理業務に対応できる 「柔軟性」 です。

お客様の現在の運用をそのままシステム化できるか、実際の画面をお見せしながら丁寧にご案内いたします。

「こんな運用はできる？」 といった、ちょっとした疑問から、まずはお気軽にご相談ください。

https://convibase.jp/inquiry-online-cnsl/


202606-1※記載されている社名及び製品名はすべて各社の商標または登録商標です。 ※内容は予告なく変更される場合がございます。あらかじめご了承ください。

お問い合わせ 電話 メール
株式会社コンビベース

営業部 マーケティンググループ
03-5643-6743

cb-info@convibase.co.jp

cb-info@convibase.co.jp

mailto:cb-info@convibase.co.jp
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